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区 民 環 境 委 員 会 資 料 

令和２年 8 月 25 日・26 日 

区民文化部文化・国際交流課 

 

いたばし文化芸術・多文化共生ビジョン 2025骨子案について 

 

平成 23（2011）年策定の板橋区文化芸術振興ビジョンについては、板橋区文化芸術振興基本計画

2020及び板橋区多文化共生まちづくり推進計画 2020（以下、「現計画」という）の改定に合わせ、区の文

化芸術・多文化共生を一体的に推進する総合的なビジョン「いたばし文化芸術・多文化共生ビジョン

2025」として策定を進めている。策定にあたっては、区民や関係団体、学識経験者などから幅広い意見

を得るため「いたばし文化芸術・多文化共生ビジョン検討会」ならびに個別課題を検討する「文化芸術部

会」「多文化共生部会」を設置し、検討を重ねている。 

令和２年６月 24 日に実施した第２回検討会において、報告書案が示されたので、これまでの検討経

過と併せてビジョン骨子案を報告する。 

 

記 

 

１．検討経過と主な内容 

３月４日（水） 

～11日（水） 

第 1回文化芸術・多文化共生庁内調整会議（電子会議室開催） 

【内容】検討の進め方 

３月２５日（水） 第 1回いたばし文化芸術・多文化共生ビジョン検討会 

【内容】ビジョンの策定方針、現計画の進捗状況と区民の意識意向 

６月１日（月） 第 1回多文化共生部会 

【内容】検討テーマ「板橋らしい国際交流」「日本語教育」 

６月３日（水） 第 1回文化芸術部会 

【内容】検討テーマ「板橋らしい文化」「文化芸術活動の場」 

６月２４日（水） 第 2回いたばし文化芸術・多文化共生ビジョン検討会 

【内容】各部会の報告、 報告書構成案の検討 

７月７日（火） 

～１３日（月） 

第 2回文化芸術・多文化共生庁内調整会議（電子会議室開催） 

【内容】検討会の状況報告、ビジョン骨子案 

７月７日（火） 第 2回文化芸術部会 

【内容】検討テーマ「文化芸術情操教育」「障がい者の文化芸術」 

７月１０日（金） 第 2回多文化共生部会 

【内容】検討テーマ「国際理解教育」「地域交流と災害対策」 

８月３日（月） 

～１３日（木） 

第３回文化芸術部会   【内容】まとめと報告 

第３回多文化共生部会  【内容】まとめと報告 

 

２．添付資料 

別紙 1 いたばし文化芸術・多文化共生ビジョン 2025 骨子案【本編】 

別紙 2 いたばし文化芸術・多文化共生ビジョン検討会 報告書（案） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【事務局】文化・国際交流課 

 

１ 基本理念 

  板橋の文化力 ～板橋の文化を活かし、楽しみ、つなぐまち～ 

２ 文化芸術振興の方向性 

 ○活かす（区の文化芸術特性・資源を活かす） 

 ○楽しむ（区民主体の文化芸術振興） 

 ○つなぐ（次世代へ継承する） 

３ 施策の展開 

（１）文化芸術の風おこし （２）歴史文化の記憶つむぎ 

（３）文化芸術の人そだて （４）文化芸術の土づくり 

４ 文化芸術振興の担い手 

 

１ 将来像 

「歴史や伝統を大切にしながら、多様な文化芸術活動が 

活発に行われ、楽しみ、つなぎ、創造するまち」 

２ 重点目標 

（１）個性あふれる文化芸術の創造 

（２）伝統文化の継承 

（３）多様な文化芸術情報の収集と発信 

３ 評価指標・目標設定 

○文化会館大・小ホール稼働率70％（H29実績72.8％） 

○過去１年の間に文化芸術にふれた区民の割合100％ 

  （H29実績78.9％） 

○区の伝統芸能における認知度50％（Ｒ１調査予定） 

○文化芸術振興イベント参加者数250,000人 

  （H30実績255,612人） 

 

１ 将来像 

『もてなしの心』で言葉や文化のちがいを認め合い、 

外国人とともに暮らすふれあいと活力のあるまち『板橋』」 

２ 重点目標】 

（１）東京2020大会開催を踏まえた施策の展開 

（２）多言語化対応のさらなる充実 

（３）多文化共生まちづくり推進のための人づくり 

３ 施策の柱 

 （１）コミュニケーション支援 

 （２）生活支援 

 （３）多文化共生の人づくり 

４ 評価指標・目標設定 

○過去１年間で外国人とコミュニケーションがあった 

区民の割合41％（H29実績48.7％） 

○多文化共生推進イベント参加者数660人／年平均 

  （Ｈ28～29実績510人／年平均） 

○区設置サインのユニバーサルデザイン化実施の割合 

100％（Ｈ30実績30％） 

 

文化芸術振興ビジョン（平成 23 年３月策定） 

多文化共生まちづくり推進計画 2020 

（平成 28年度～令和２年度） 

文化芸術振興基本計画 2020（平成 28年度～令和２年度） 

【主な取り組み・成果】 

○美術館リニューアル 

○絵本のまちの推進 

○区民文化祭前夜祭の開催 

○文化会館利用率目標達成・過去最高更新 

○海外姉妹友好都市との文化交流 

○旧粕谷家住宅の復元・公開 

○史跡公園整備計画の推進 

○財団経営改善・アウトリーチ事業拡大 

○アール・ブリュット展開催 など 

【今後の主な課題等】 

○文化会館の老朽化対策・事業重複の調整 

○地域文化の創造支援と国際交流連携 など 

【主な取り組み】 

○財団日本語教室改革 

○転入外国人向けパンフレット４か国語併記 

○観光ガイドマップ・観光アプリ多言語対応 

○ごみ出しアプリ多言語対応 

○戸籍住民課窓口電話通訳にベトナム語追加 

○施設、道路、公園、屋外案内標識サイン多言語化 

○財団多文化紹介・国際理解教育事業拡大 

○財団ホームビジット事業と日本文化鑑賞連携 

○外国人児童・生徒への日本語学習初期支援 

○友好都市との財団青少年交流ツアー 

○ＭＯＴＥＳＨＩプロジェクトの推進 

【今後の主な課題等】 

○増加する外国人住民への支援充実 

○日本語教育の充実とやさしい日本語の検討 

○国際交流と文化事業の連携促進 など 

↑↓文化芸術振興と多文化共生の連携 

取り巻く状況の変化・主な課題等 

【文化芸術活動の拠点・文化会館を取り巻く課題】 

○昭和57（1982）年開館→老朽化と特定天井対策 

○№１プラン2021→大山駅東地区周辺施設の配置検討 

○行政評価→指定管理者と財団の文化事業重複 

【文化財の保存と活用】 

○史跡公園の整備構想・基本計画策定→設計・工事 

【東京2020大会気運醸成事業のレガシー】 

○区民文化祭前夜祭による板橋の文化発信 

○伝統文化鑑賞とホームビジット事業連携 

○多文化紹介・国際理解教育事業の拡大 

○友好交流都市との交流促進 

【国の動き】 

○改正文化芸術基本法施行（平成29年６月） 

○文化芸術推進基本計画策定（平成30年３月） 

→文化芸術の創造・発展・継承と教育、国際交流、多様性 

○障害者文化芸術推進法施行（平成30年６月） 

○障害者文化芸術推進基本計画策定（平成31年３月） 

○改正出入国管理法施行（平成31年４月施行） 

→外国人材の受入れ・共生のための総合的対応策 

○日本語教育推進法施行（令和元年６月施行） 

【区の人口動態・推計】 

○板橋区人口ビジョンを平成31年１月に改定 

○総人口は増加傾向、2030年をピークに緩やかに減少 

○自然減、10～20代の転入超過傾向は継続 

○生産年齢人口は2025年をピークに緩やかに減少 

○老年人口及び高齢化率は増加傾向 

○外国人は増加、令和２年28,782人（総人口比5%） 

 （ｃｆ．平成28年20,147人、43%増）。53％は中国、上位 

の中国、韓国・朝鮮、ベトナム、フィリピン、ネパール、

台湾で86％を占める。外国人の88％は生産年齢人口 

【№１プラン2021（平成31年１月）】 

○ＳＤＧｓの推進 

○未来創造戦略の展開 

若い世代の定住化戦略、健康長寿のまちづくり戦略、

未来へつなぐまちづくり戦略を引き継ぎ、オリンピッ

ク・パラリンピックレガシープラン、にぎわい創出に向

けた魅力拠点整備を推進 

○公共施設の配置検討、改築・改修等に向けた検討 

◎文化芸術振興基本計画 2020及び多文化共生まちづくり推進計画では、東京 2020

大会を契機として、文化芸術振興と国際交流の連携を推進 

◎法改正などにおける国の動きも、文化芸術の振興にあたり、国際交流や多様性を

重視 

◎多文化共生の推進にあたっても、外国文化への理解とコミュニケーション支援とと

もに、外国人が日本の文化に触れる機会を増やしていくことが重要 

◎文化芸術振興基本計画と多文化共生まちづくり推進計画はともに、板橋区基本構

想で掲げる「心躍るスポーツ・文化」ビジョンを実現するための個別計画であり、板

橋区基本計画 2025 の後半５年間（令和３年度～７年度）における文化芸術・多文

化共生施策の方向性については、一つのビジョンとして打ち出し総合的に施策を

展開していく 

いたばし文化芸術・多文化共生ビジョン 2025 
 

○計画期間：令和３年度～令和７年度 

◎区民や学識経験者などで構成する検討会を設置、板橋区基本構想の

「心躍るスポーツ・文化」ビジョンのうち、文化芸術・多文化共生にかかる

ビジョンを具体化 

◎文化芸術・多文化共生ビジョンを実現するための施策を明確化 

文化芸術・多文化共生の推進にかかる共通領域 

-文化芸術による社会包摂- 

◎文化芸術活動・文化施設の多言語化、ユニバーサルデザインの推進による

交流機会の創出 

◎地域文化活動への参加と住民としての相互理解 

◎新たな文化芸術と多文化共生の価値の創造 

「文化芸術」編 「多文化共生」編 

○地域文化の活性化 

○文化芸術活動施設の充実 

○伝統芸能・文化財の活用 

○文化芸術の多様性 

○商店街との連携      

など 

○日本語教育 
○やさしい日本語表示 
○行政情報の多言語化 
○通訳ボランティアへの支援 
○国際交流・多文化紹介 
○国際理解教育・人づくり 

など 

文化芸術・多文化共生にかかるビジョンを具体化 

検討会に２つの部会を設置し、まとめていく 

いたばし文化芸術・多文化共生ビジョン 2025骨子案について 



 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いたばし文化芸術・多文化共生ビジョン 2025骨子案について 

令和 2年 7月 28日（火） 庁議にて骨子案報告 

 8月 3日（月） 

～13日（木）  第 3回文化芸術部会、第 3回多文化共生部会 

 8月 25日（火） 閉会中区民環境委員会にて骨子案報告 

 9月 2日（水） 第 3回いたばし文化芸術・多文化共生ビジョン検討会 

【内容】報告書まとめ 

 9月 11日（金） 第 3回庁内調整会議 

【内容】検討会最終報告、ビジョン素案検討 

 10月 20日（火） 庁議にて報告書及びビジョン素案報告 

 11月 10日（火） 区民環境委員会にて素案報告 

 11～12月 パブリックコメント実施 

令和 3年 1月中旬     第 4回庁内調整会議 

【内容】ビジョン原案検討 

 1月 26日（火） 庁議にてビジョン原案報告 

 2月 16日（火） 区民環境委員会にてビジョン原案報告 

3月       ビジョン策定 

 

今後のスケジュール   

 

いたばし文化芸術・多文化共生ビジョン検討会 

(学識経験者、関係団体等、区民公募、区職員) 

 設置、任命 報告 

文化芸術部会 

□文化団体等 

□区民公募 

□区職員 

多文化共生部会 

□区内大学 

□日本語教室等 

□町会・自治会 

□区職員 

【事務局】文化・国際交流課 

検討体制 

板橋区

庁議（経営戦略会議） 
基本方針、素案、
原案決定 

文化芸術・多文化共生 

庁内調整会議 

ビジョン素案、 
原案の作成・協議 

検討が必要な事項の 
調査・調整 

 

報告 

「文化芸術・多文化共生の 

推進にかかる共通領域」 

-文化芸術による社会包摂- 

◎文化芸術活動・文化施設の多言

語化、ユニバーサルデザイン推

進による交流機会の創出 

◎地域文化活動への参加と住民と

しての相互理解 

◎新たな文化芸術と多文化共生の

価値の創造 

◎ＳＤＧｓの推進 

◎新型コロナウイルス感染症拡大

に伴う文化芸術、外国人支援 

 

「文化芸術」編 

○地域文化の活性化 

○文化芸術活動施設の充実 

○伝統芸能・文化財の活用 

○文化芸術の多様性 

○商店街との連携  など 

 

「多文化共生」編 

○日本語教育 

○やさしい日本語表示 

○行政情報の多言語化 

○通訳ボランティアへの支援 

○国際交流・多文化紹介 

○国際理解教育・人づくり など 

 
検討における主な課題意見 

 いたばし文化芸術・多文化共生ビジョン 2025の構成 

現計画における取り組みや、区を取り巻く状況の変化、残された課題・新たな課題を踏まえ、 

現計画の両者を包含した一つのビジョン「いたばし文化芸術・多文化共生ビジョン 2025」として打ち出し、総合的に施策を展開していく。 

【本編 P5～6】  

○ビジョン策定の背景と目的、○ビジョンの期間、○環境の変化や動向、○これまでの取り組みと課題 

【本編 P7～10】 

○ビジョンの基本理念 「豊かな心で楽しむ文化が、人と人のつながりを創造するまち」 

 ○ビジョンの重点目標 「地域個性を活かした交流の創出と、共生を促進する環境整備を行う」 

①板橋区には地域に根ざした伝統や文化芸術が数多くあります。これらを区民まつりや区民文化祭などのように、多くの人が集まる場として活用する

ことで、区民が親しみを感じ、楽しむ地域文化の交流の機会を創出します。 

  ②板橋区は東京 23区で最も海外交流都市が多く、各都市と多様な関係性を構築しています。このようなつながりを活かし、国際的な共通課題であるＳ 

ＤＧｓへの取り組みや、共生社会へ向けた環境整備などの政策的課題について、解決に向けて各都市と連携します。 

  ③板橋区の個性である「絵本のまち」は、絵本に出会う機会や絵本づくりに関わる場の創出、区内外への魅力発信などの総合的な取り組みです。 

絵本という文化を軸に、区民をはじめ、区内産業やクリエイターとともに「絵本のまち」の認知度を高め、「創造都市」の実現につなげます。 

  ○文化芸術基本目標  「歴史と伝統が息づく、文化芸術を楽しみ、創造する人をはぐくむ」 

○多文化共生基本目標  「言葉や文化の違いを認め、心と心でふれあう人をはぐくむ」 
○ビジョンの体系 

【本編 P11～22】○文化芸術・多文化共生の個別目標・施策の方向性 など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【本編 P27～36】○文化芸術編（評価指標等検討中） 

【本編 P39～48】○多文化共生編（評価指標等検討中） 

【本編 P49～ 】SDGs推進や新型コロナウイルス感染症拡大等、新たな課題への取り組み 

目標１ 板橋の地域に根ざした文化を人々の心に届ける  

（施策の方向性） 

板橋の地域に根ざした文化が持つ魅力を発信しつ
つ、区内の各地域を、それぞれの特色を生かした文化
芸術活動の場として発信していきます。また、海外姉妹・
友好都市との交流を通して、文化・観光事業と国際交流
事業の連携を推進していきます。 

（施策） １ 個性あふれる文化芸術の創造 
２ 文化芸術活動の場と発表の機会の充実 

目標２ 伝統文化の営みを継承し、まだ見ぬ魅力を発見する 

（施策の方向性） 

赤塚エリアの文化施設の魅力向上や連携推進、加
賀エリアの文化・産業・歴史ゾーンの整備など、それぞ
れの地域がもつ資産を有効活用していきます。 
また、郷土芸能、伝統文化の継承や認知度向上、地

域文化の発掘・創造にも取り組みます。 

（施策） １ 伝統文化の継承と浸透 
２ 文化財の保存と活用 

目標３ 誰もが文化を楽しみ、文化を通じて人々のつながりを実感する 

（施策の方向性） 
文化会館のサービス・施設を充実させることや、活

動できる場所や機会を充実させることなどを通して、区
民の文化芸術活動を支援していきます。 
同時に、子どもの豊かな想像力を育む教育により、

未来の担い手を育成していきます。 

（施策） １ 次代の文化芸術を創造する人材の育成 
２ 文化施設のサービス・設備充実 

 

 

文
化
芸
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目標１ 言葉の壁を感じることのないまちを実現する 

（施策の方向性） 

外国人の日本語学習をサポートするボランティアの活
動支援をするため、ボランティア同士の連携が取れる仕
組みづくりや、尊厳をもって活動できる環境を作ります。
日本に住む外国人の日本語能力を問わず、どのような
方でも十分な学習ができる環境を整備します。 

（施策） １  
２  

目標２ 誰  

環境を整える 

（施策の方向性） 

地域に暮らす外国人が、日本人と同じ生活ができる
よう、必要な情報をわかりやすい形で伝えるとともに、
日常生活の困りごとなどを気軽に相談できる体制を構
築します。 

（施策） １ 日常生活における各種支援 
２ 災害に対する備えの充実 

 

目標３  

（施策の方向性） 

海外姉妹・友好都市との交流を深めることで、より強
い絆をはぐくむとともに、世界共通の課題解決や、世界
平和の実現に向け、新たな関係を構築していきます。 
施策 

（施策） １ 啓発・交流事業の実施及び活動支援 
２ 外国人の社会参画推進 

 

多
文
化
共
生 

 

外国人ネットワークの構築と情報発信力の強化 

 大学などの教育機関や民間企業など各セクションで

活動する外国人、地域に暮らす外国人など、区内の外

国人をつなぐネットワークを新たに構築します。 

区や板橋区文化・国際交流財団がハブとなり、定住

外国人が日常生活のなかで直面する困難や地域課題

などの情報を収集し、そこから得た知見を施策立案に

活かしていきます。 

さらに、外国人への情報発信は、区が直接情報を発

信するのみならず、日本語によるコミュニケーションが

可能な外国人を起点として、幅広い外国人の方々に情

報が伝わるネットワークづくりを推進します。 

「新しい生活様式」に対応した文化芸術活動の場を創出 

 物理的な空間にとらわれず、インターネットなどを活

用した文化芸術活動を推進します。コンサートや演劇

の公演、ワークショップ動画の配信は、「新たな表現の

場」を創出するとともに、これまで以上に文化芸術を身

近に感じ、ふれるきっかけとなります。 

同時に、直接文化芸術を体感する機会も不可欠で

あり、持続可能な文化芸術活動の観点として、多様な

「場」の確保が重要であると考え、文化施設以外の公

的空間や、屋外施設などの活用も検討していきます。 

板橋おんらいん寄席 

人間国宝・神田松鯉氏をはじめとする区内

在住落語家等による古典芸能などの文化

に触れる動画を配信。 

 
新型コロナウイルス感染症への対応など持続可能な社会の実現に向けた新たな取り組み 

 

地域の 

外国人  

民間企業の 

外国人 

教育機関の 

外国人 
●区 

●  

文化芸術 目標１｜ 
板橋の地域に根ざした文化を人々の 
心に届ける 
■４ 質の高い教育をみんなに 
■10 人や国の不平等をなくそう 
■12 つくる責任 つかう責任 
■17 パートナーシップで目標を達成しよう 

文化芸術 目標２｜ 
伝統文化の営みを継承し、まだ見ぬ魅力を 
発見する 
■４ 質の高い教育をみんなに 
■12 つくる責任 つかう責任 
■17 パートナーシップで目標を達成しよう 

文化芸術 目標２｜ 
伝統文化の営みを継承し、まだ見ぬ魅力を 
発見する 
■４ 質の高い教育をみんなに 
■12 つくる責任 つかう責任 
■17 パートナーシップで目標を達成しよう 

多文化共生 目標１｜ 
言葉の壁を感じることのない 
まちを実現する 
■４ 質の高い教育をみんなに 
■８ 働きがいも経済成長も 
■９ 産業と技術革新の基盤をつくろう 
■10 人や国の不平等をなくそう 
■11 住み続けられるまちづくりを 

多文化共生 目標２｜ 
誰もが安心・安全に暮らし、 
地域に愛着を持てる環境を整える 
■４ 質の高い教育をみんなに 
■８ 働きがいも経済成長も 
■10 人や国の不平等をなくそう 
■11 住み続けられるまちづくりを 
■16 平和と公正をすべての人に 

多文化共生 目標３｜ 
国際理解を促進し、多文化共生の担い手を育てる 
■４ 質の高い教育をみんなに 
■８ 働きがいも経済成長も 
■10 人や国の不平等をなくそう 
■11 住み続けられるまちづくりを 
■17 パートナーシップで目標を達成しよう 

文化芸術と多文化共生 

各事業の SDGs への貢献 
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